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内 容 梗 概

UHF-′1､Ⅴサテラ†=dの建設計画では,同一地点から多数のチャンネルを同時放送することが多いが,こ

の場合各チャンネルごとにアンテナを建てるよi)も,送信アンテナは1本とし,空中線共用装置により,多数

のチャンネルで共用するほうが経済的に有利となることが多い｡筆者らは,東京民放5杜が,わが国最初の計画

として日‾1㌧市風神LUに共同して建設したサテライト局の空中線5波共用装置の製作を担当し,これを完成した｡

トーl路構成はCIN4段の縦続接続で,故障時にそなえ,予備CINl個を設けている｡本報告では装置の設計法,

川路常数,電力容量などに理論的および実験的検討を加えるとともに,現地据付後の特性について紹介する｡

1.緒 ロ

わが脚こおけるテレビの普及はめざましく,アメリカに次いで世

界第2のテレビr当といわれているが,山坑地帯が多いため難視聴地

佐カミきわめて多い｡これを救済するために,全国的にテレビ放送中

淋所(サテライトノ.ぅ‖が娃殺されているが,なにぶんにも地形が複

雑であるため,VHFテレビチャンネルたけではとうてい電波が出り

ず,UHF-TV+ナテライト川が全国的に建設されることとなった｡

UHF-TVに判り当てられた周波数ほ662～770Mcで,チャンネル

茶けは45～62(チャンネル数18)である｡

さて,わが国の特殊事情として,放送寸手業老の数が非備に多いこ

とがあげられる｡このため,同一一地心から多数のチャンネルを岡崎

放送することが非常に多い｡このとき,関孫各社がノtろ告,電腺など

を共用することは比較的容易に考えられるが,空Lい線系統をどのよ

うにするかは簡iiう.には決められない要素がある｡すなわち,各チャ

ンネルごとにアンテナを建てる(たとえばキ17ンデラブラ形式)方

式,一木のアンテナを空中線共川装程(多市給電矧#または分披諾‡)

をJ机､て数台の送信機で共用する方式,または,アンテナを2本と

して空中線共用装躍を筒中化しようとする方式などが考えられる｡

ここで一つ考慮すべきことは,わがl_巨lは台風など風圧条件がきびし

いため,アンテナおよび鉄塔が叔度上の要求からかなり高佃となる

ことである｡特に,アンテナ利得13dB以上を要求される場合,2

木以上のアンテナを建てることは経済的に非常に不利となる｡最近

は広帯域送信アンテナの開発が進み,一本のアンテナで50～60Mc

の帯域をカバーすることが叫台巨となっているから,少1-一線共用装樫

により多数チャンネルでこれを共用することができルど,最も経済

的な方法となることは疑いない｡

東京民放5社(日本テレビ放送網株式会社,株式会社東京放送,

株式会社フジテレビジョン,株式会社日本教育テレビ,財団法人｢1

本科学振興財団)が,1]立市風神州こ関東地区最初の共用のテレビ

サテライト局を建設する計画をうち出したのは昭和36年秋ごろで

あるが,やはり空中線系統をどのようにするかが大きな問題とな.っ

た｡これについてほ,関係各方面で長期に譲ったi)慎重な審議が繰り

返された結果,アンテナはヘリカル･アンテナー本(5段,約13dB),

5チャンネル共用の線が決定された｡目立局の空中線共用装置の製

作は日立電線株式会社が担当することとなり,昭和39年6月現地据

什をジ亡了し,卜可月･1巾ノよF)粥業放送を続けているが成掛よ良好で

日立電線株式会社日高工場

ある｡

UHF-TV放送川の多重給電装i岸と類似の技術としてはマイクロ

波通信の分披語芹カミあるが,UHILTV放送帯では導波管寸法が極度

に大形となるのでサテライト局のような小電力局にほとうてい使用

できない｡一方,同軸系のものは構造も複雑となl),UHF帯では

漂遊リアクタンスや高次姿態の効果が顕著となるから,調整上苦心

が多い〔いずれにせよ,分披器の構成にとってはl非′削こやi)にく

い帯域_+ということができる｡以下,本装F鞋開発に関連した技術的

川題について解.祝する｡

2.空中線共用装置設計上の問題点

木卓では装置の設計に三■与たり考慮すべき問題点を列挙し,逐一こ

れを検討してみることとする｡

2.1周波数帯域

チャンネル数:5,チャンネルr‾占耶扁:6Mc(1チャンネ′し)

川波数掛川:54Mc

l亡牧口it局の場合,チャンネルは次のように判り当てられている.+

NTV:Ch.54,TBS:Ch.56,フジテレビ:Ch･58,

NET:Ch.60,東京12Ch∴ Ch.62

2.2 給 電 形 式

90蛙位相差給電が叫能なアンチウーであれば,ブリッジlロI路を川

い,給電線を多粂とすることによって回路構成を非常に筒中化する

可能性はある｡しかし,現実の問題として,UHF放送の場合,位相

差給電に適したアンテナほないので上述の方法は断念しなければな

らない｡したがって,給電形式ほ1集結電として考えることが必要

である｡

2,3 電 力 容 量

送信出力:映像(せん頭値)100W/Ch.,音ノEi25W/Ch.

電流容量の点から考えれほ上述数値の5倍を考えればよいのであ

るから,WX-39D系を用いれば十分である｡電圧的には(後述する

ように)52倍の出力に相当して考えなければならないから,このノ∴く

一応問題にする必要がある｡耐圧上の弱点はブリッジ･ダイブレク

サーのスリット部分である｡

2.4 そ う 入損失

最大値:中心周波数で1dB以‾F,チャンネル州指差:約

0.2dB以下,各チャンネル間偏差:0.5dB以下

共振旨詩の¢｡を高くすればこの数値はさらに政了乍されるが,仙肺

上の制約を考えなければならない｡
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2.5 VSWR

各入力端子よりみて1.1以下とする｡

2.占 送信機間の漏えい結合量

送信検問に漏えい結合があると,送信管の非直線性のため混変調

成分が発生するおそれがある｡漏えい結合量は-30dB以‾Fとする

ことが必要である｡

2.7 不正放射抑制

かりに,並去変調成分が発牛しても,送信アンテナに到達する舶に,

共川装置のl勺跳で,十分に(20dB程度)減衰させることが望ましい

2.8 遅延時間特性

遅延時間は帯域内で平坦であることが望まれる｡この

特性はカラー放送のとき,重視される｡

2.9 故障時の対策

万一,回路に故障が発生しても迅速にこれに対処する

ことができ,惇渡することなく棟能を維持できるよう考

慮しておかねばならないっ

2.10 周 囲 温 度

普通,サテライト局は無人運転であるから,射勺iは度

の調節は行なわれていない｡このため,周期温度は四季

を通じて大幅に変動するので,共振器の共振周波数は熱

伸縮により変化し,回路常数もその影響を受ける｡この

とき,特性に大きな劣化がないように配慮する必要があ

る｡周囲温度は-10～＋40℃と考えておけば十分であ

る｡

CIN-1 r.
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十筈:一

N2

窮2川 北川装置の鵜本ユニット(CIN)

(:IN-2 f2
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C】＼-2

r】 †2

いN--3 r｡

轡

3.装置の基本ユニット⊂lN

多車給電装掛よ,数個の2披出合回路の組み(汁)せによi)鰍成さ

れる｡目立局のように広い周波数帯域が要求される場合ほ,基本ユ

ニット(2披混合回路)は次に説明する定入力抵抗形ノッチダイブ

レクサー(ConstantImpedance
Notch Diplexer,略してCIN)を

用いなければならない｡CINは,それぞれ2個のノ､イブリッド担1路

およびフィルタの組み合わせより成り,その動作原理は弟1図によ

i)理解することができる｡′1およびムほそれぞれ周波数幅を異に

する2個の信ぢ･であー),〟2は帯域阻_lLフィルタ(BEF)で,ムを反

射し′1を透過させる｡尺八は吸収抵抗である｡

(1)山王端子1,2よりノ､イブリッドコイ′レ⊥1の2次側に仁こ速

され,凡を透過し,ムiこ妨賀を与えることなくエ2の2次側1′,

2′へ伝達される｡′1の一J仙まインピーダンス不整合のため反射さ

れるが,月Aに吸収されて,1,2側にほ現われない｡

(2)ムは2分されて〟2に向い,ここで反射されてエ2にもど

る｡このとき,行程6′一八一3′ぉよぴ6′一Ⅳ2-5′ほ弟1固から

理解されるように,1/2ユ2の差があるから,これらの信ぢ一が3′,4′

に到着するときは互いに逆位相となる｡このため,磁舟よエ3の

1次側(3′,4′,5′)l勺で助け合い,エネルギーは1′,2′側へ伝達さ

れる｡

(3)ムのうち,一部の成分ほ凡を透過し上3に達するが,月山

1__り
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第1図 CIN の 原 理 図

(二1N4 r｡
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しTl＼4

CIN-5 r盲

CIN-5

r. †5

第3凶 CIN縦続接続形lリl路と.牧障帖ズ川主

に吸収され1,2に影響を与えない∩

(4)′Ⅰおよびムより出力側を見たインピーダンスほ常に一定

に保たれるっ

このように,二偶の輿なった信号を相互の妨害なしに配合するこ

とができ,各入力端‾f･のインピーダンスも常に一定に保たれる｡以

上は理想化された場合についての説明であるが,現実には多くの実

際的問題が付随し,性能はいろいろな面から制約を受ける｡広帯域

特性が要求される場合,ノ､イブリソド回路としてほブリッジ･ダイ

プレクサー(またはスプリット･バ′レン)が最も適当である｡〃2は

2～3個の同軸系の共振器によi=持成されるから実際のCINの構

造は弟2図に示すようになる｡

4.縦続接続形回路と故障時の対策

CINの組合せ力によって,いろいろの回路形式を考えることがで

きる｡各種の回路形式の比較検討は紙面の都合上省略し,日立局に

使用された縦綻接続形回路についてその特長を考えてみる｡この回

路は,弟3図に示すようにCINを縦続につないでゆくもので,段数

を増せば原理的には多重度をいくらでも上げることができる｡各チ

ャンネ′しはそれぞれ一回だけ反射され,その後は後段のCINを通

過するだけでアンテナに到達する｡

(1)この回路では,そう入損失,遅延ひずみの各チャンネル間

のバラツキが比較的少ない(これらの特性は反射時に顛著

に劣化する)｡

(2)故障時の対策が容易である｡いま,弟3図に示すように回

路の一部に故障が発生した場合,(この図ではCIN-3)に

は,CIN-3を回路構成からとり除き,CIN-2およぴ4を直

結し,ムの出力をCIN-1の映像端子につないでやれば,停

渡することなく機能を維持することができる｡弟4図の

CIN--1は,1三･馴寺には回路構成から(予備回路として)と

り除いておいても機能上の支障はない｡CIN-2～5のいず
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第6固 執作減衰最 の 説明

Jtかに故障が発/二卜した場介には,第3図とま/つたく同様

に,このCINを取i)除き,CIN-1をぺ三側から組み込んで

やればよい〔

(3)インピーダンス(VSWR)の調整は困難である｡われわれの

場合ほ4～5個のCINを縦続に接続するのであるから,

終CINのVSWR特性をきわめて厳格に管伴しなければ

托好な総別封牛を期待することはできない〔

5.フィルタの設計

策2図に示すCINにおいて,フィルタ叫ほ′ヨを効果的にJ更別

するとともに,′.を低損失で通過させるものでなければならない〔

多一重度が大きな場合(3チャンネル以卜の場合),′1は広い範囲にひ

ろがるから,フィルタ蝿の通過域は十分に広くとi)得る形式でな

ければならない∩ このような場合,弟5図に示すような無極性フイ

′レタが適しており,策5図はその等価回路である｡通過域の損失石二′

低減させる意味では,特件はTchebysch甜形とするほうがよい〔

葬る図に示すフィルタ〟2において,左側に起電力Eo(l‾勺部イン

ピーダンスる),右側に負荷るを接続する｡最初は簡単のた汐)叫

内に発生する熱損失は無視する｡負荷るを電源に直結した場合,

るに伝達される電力を昂,〃2を介して負荷るに伝達される電ノJ

を丹とすれば,昂/凸をフィルタ〃2の動作減衰量とよぷ∩(実際

iこは,るは伝送路の特性インピーダンス50r)に等い､-/)いま･

化r(ズ)を

αT(g)=1010g.｡(昂/凸)(dB) ‥(1)

1719

(1)心よび(:i)ほリ7'グタンス損りこでお)るが,`尖際に

は〟2】勺の熱損失による減泉量の増加1がある｡これを机

抗損失α,･とすれば,

αr=4.別3(り丁/Q｡(dB)… ‥(4)
((て1･54)から求められることが知られている｡ここで,丁は外の

遅延時間,吼はフィルタ素子の無負御寺のQである｡し

たがって実際の透過および反射減衰量ほ

α丁=α7､(∬)＋〔rr

αJl=αr(g)＋α′

から計算することができる｡

フィルタ設計法に関する詳細は紙面の都合上省略し,

‥(5)

…(6)

その結果を

簡単に記述するに留める(Tchebyscheff形フイ′レタは次式に示す

特件をもつ｡

什T(∬)=1010glO(1＋頂右打)
α′1(∫)=101()glO(1＋がT32(∬))

ここで

′=ム＋喜八∬

ノン 凡反射域小心周波数,九:〃2の反射城の暗

また∬ほ無次ノ亡(Dimensionless)の変数で,-1≦∬≦1が反射城の

巾如こ相当する｡ゐはフィルタの減衰量を定める常数である｡

恥は1チャンネルの反射を受けもつだけであるから,ムの大きさ

は一応6Mcと考えられるが,周囲温度の変化に対し,余裕を見込

まなければならない｡共振器の共振周波数の温度変イヒは,銅の熱膨

淑係数から推定すると,約13kc/℃であり実測の僻もこれに近し､･

±25℃の温度幅を想定すると

±13×25kc≒±3501くC

の余裕をもたせることが必要である｡したがって山ま6.7Mcとす

ればよいことがわかる｡

弟7図はカ=1/99とした場今の′YT(∬),仰(ズ)の1汁常軌第8,

爪U

9
+-

nV

O

∧
U
仇

(莞)‥接収ぎー

によって定義し,これを透過減衰量とよぷことにすれば,この量は

弟2図に示すCINの八～A間のそう入損失にほかならない(

次に,凡より電源側に反射させる電力をPrとすれば,

昂=凸＋PJ†‥…‥
･t(2)

である｡反射減衰量αr(ズ)を

αr(∬)=1010glO(哉/凸う(dB)‥. ･･(3)

によって定義すれば,この量ほ弟2図のムー～A間のそう入損失を憲
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9図は付0=3,700とした場介のrけ,rり,の.汁貸伯である∩ 什γの功刀さ

ほJ丈射時において(`り†に対して)特に麒苫である.第10図心よび舞

11図はそれぞれ反射時および透過時の遅延Il引告いの汁剛直である.,

2チャンネル以上離れると透過時の遅延ひずみは無視できる｡弟12

図ほ縦続接続形回路において信弓･が1回反射し,さらに次のCIN
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第12図 1回反射および1回透過時の

遅延時間特性(計算値)

諭 打方46巻 ち了10り･

(隣々接チャンネル)なi創出Lた後の避妊=さ川桝抑Lである(楷城r勺の

佃煮は22n叩S,ノ1･とノ1′＋4.2Mcの二点で考えてみると小指剃よ7

n叩Sである｡プ三際関越となるのほ変復調後(Video to Video)の柑

性であるから,弟】2図の特性とはかなり趣を兜にするであろう

し,また,透過時の遅延時間特性は計等伯と若丁食い違うものと思

われる〔

る.CIN の 特 性

1〕iJj心した,子貨計規叩㍉こ従って製作したCINiii体の特性について

記述する｡第13国はこれに使用したブリッジ･ダイブレクサー,

第14図はフィルタ共振素子である｡共振素十は39Dおよび77D

を用いた二電同軸形スタップで,弟15図はその原理囲である｡

いょ3/4スよi)やや短くエに相当し,J2は3/4スよi)やや長くてC

に相当する｡(フ0の計算値は約4,800であるが,実測値は3,700で

あり計算値の約80%に相当する｡共振素子には銀メッキをほど

こし,さらにその上にべクリウム･コーティングを行なった｡〟り

の反別域はCh.56(728､734Mc)である｡弟1る図は八端二/･より

みたVSWR特性(反射域を除く),また,舞17図はム端了･よりみ

第13囲 ブリッジ･ダイブレクサー外観

第14図 フィルタ共振素子外観

ーー/｢--

-----イ2-

′】 l

一-＼-し1 ′2 ⅠⅠ

7.′.

¶-_+

第15国 二幸同軸形共振器の原理図
/｡
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第16囲 CINノ1入力 アド ミ タ ン ス特性

たVSWR特性である｡第18図ほ八→Aの伝送特性で理論値とよ

く一致している｡第19図はムーA間の伝送特性であるが,反射損

失は計算値よりやや大きく約0.6dBである｡この特性はかなり急

しゅんな帯域通過形(BPF)の特性であるが,実際には,これに送信

撥の出力フィルタ(放送波内の各搬送波の混変調成分をとり除くも

の)の作用がこれと助け合うので,いっそう急しゅんな特性とな

る｡このため.出力チャンネル以外の周波数は大きな減衰を受ける

から,送信機間の漏えい結合により混変調成分が発生しても,ほと

んどアンテナに到達しない｡このように,不正放射に対する不安は

大いに軽減される｡

弟2∂国はん人間の漏えい結合量である｡Ch.56近傍の周波数

728M〔二

の

⊂:> 733

731

730

729

V S W

734

Rl.1

第17図 CIN/2入力アドミタンス特性

35

30

25

〔:□

､三
20

山潮
鞘
覚 15

10

5
通過城

∫Xノx11×････1×
lXl-･11-1×

反射城

/
一

計馴良(Q｡=3,700)

x 実測値

＼

を除き,-32～-36dBの値である｡

Ch.56近傍ではさらに小さく,-50dB

以下となっているがこれはフィルタ

ノ鴨の効果である｡これは,ムから人

への漏えいであるが,弟4園の縦続形

回路においては,後段より前段への漏

えい(たとえばムからムへ)はブリッ

ジ･ダイブレクサーの存在によりさら

に改善され,-70～-80dB以下とな

って完全に無視することができる｡

7.電力容量の検討

本章では,装置の内部に発生する最

大電圧値および発熱量などについて大

まかな検討を加えてみる｡

7･】伝送電力と最大電圧値

送信電力を映像100W,音声25Wとし,伝送路の特性インピーダ

ンスを50凸とすれば,1チャンネルあたりの最大電圧は(両信号の

位相が完全にそろうとき)

ノi両面‾丈‾5百豆＋ノ喜扇軒東面盲=106.1V r9)

また,CINの一辺にかかる電圧は(9)式の1/ノすであるから,

106.1Vxl/ノ2=75V
.……‖.(10)

となる｡5チャンネルの出力が同時に伝送されるときは最悪時の電

圧は上記計算値の5倍となる｡したがって,主伝送路では(9)式の

5倍で530,5V,CIN一辺(最終段の)では(10)式の5倍で375Vと

なる｡このように,伝送路(39D)の耐圧はなんら問躊とならない｡耐

圧上の弱点とみられる点は,ブリッジ･ダイブレクサーのスリット

部分である｡最終段CINのブリッジ･ダイブレクサー･スリット

部分には(10)式の5×2倍の電圧,すなわち,750Vの電圧がかかるこ

25

石 20
勺

讃15
営

10

5

722 724 726 728 730 732 734 736 738 740 742 744

周波数(Mc)

第18図 CIN′1-A間の伝送特性
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第19図 CINノち一A間の伝送特性
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第21国 魚荷と並列に接続されたフィルタの等価回路

とになる｡ブリッジ･ダイブレクサー先端部分の模型を試作して商

用周波数で耐圧実験を行なってみたが,10回の繰返し試験で,最大値

7,鮒0V,最小値7,400V,平均値7,400Vであって,いずれもコロナ

が発生する前にスリット部分で破壌している｡商用周波数とUHF

帯では耐圧特性にかなりの差があると思われるが,上述の実験によ

れば10倍に近い余裕があるから,実用上なんら問題ほないと考える

ことができる｡

7.2 共振素子内に発生する熱量と最大電圧

送信出力がフィルタ凡により反射されるときは,共振素子が共

振するため,各素子内に発生する熱損失および電圧は最大となる｡

厳密には各素子内の電流分布を周波数の関数として計算しなければ

ならないが相当めんどうになるので,簡単に1対の共振素子で反射

を受けもつ場合を考えてみる(共振素子が共振状態にあるものとす

れば,上述の仮定ほ実際よりも過酷である)｡弟21図に示す等価回

路において,るは50n(伝送路特性インピーダンス),エC則ま共振

素子である｡ここで,

¢0=仙エ/月..

0ェ=2(止/Zo
..….(11)

‥(12)
の関係より

月=喜(Qェ/Q｡)Zo

となる｡いま,フィルタが共振状態にあるものとすれば,共振素子

のインピーダンスは月のみとなり,月≪るの関係から,

ム=Eo/Zo

共振素子内に消費される電力は

凡=々(E/る)2=喜(Qェ/¢0)(E｡2/ろ)‥‥
‥.(13)

となる｡一方,共振回路を取り除き負荷と電源とを直結した場合に

ほ,負荷に伝達される電力ほ%(Eo2/る)となることは明らかであ

る｡いま,送信出力を哉とすれば,この電力はCINの各辺に2分

され,それぞれ共振器により反射される｡したがって,

%昂=%(go2/る)‥…
‥…(14)

また,几=(¢ェ/¢0)昂……
…‥‖‥……‥…‥…………‥‥(15)

いま,¢ェ=200,Qo=3,700,為=100W としてム,汽を求めて

みると,

ん=2ノ4..

A=5.4W.….

(16)

(17)

となる｡二重同軸形共振器において,3個の導体径を4:2:1とす

れば,これらの導体中に発生する熱量の比率は,大略,%:2×(%):1

と考えることができるから,それぞれの値は0.6W:2.4W:2.4Wと

なる｡中心導体の温度上昇が最大となることは当然予想される｡通

過チャンネルの発熱効果は小さい｡

次に,共振時に,共振素子内部に発生する電圧について考えてみ

る｡共振時には,第15図のBC間の電圧ははとんど零となるが,

AB,AC間の電圧ほ最大となり,これらの点は形状もとがっている

から耐圧上の弱点になると思われる｡伝送路1,2の共振時の電気角

を♂15,♂25とすれば

3
β1S=一ニー方-

2 ＼/ るZ2 ()上

β2ぶ=J-…汀萱号辞去･÷打

‥‥(18)

.‥…(19)

となる｡AB,AC間のインピーダンスは,それぞれ,ノZltan♂15,

ノろtanβ25から求められる｡′=750Mc,¢上=200として計算する

と,これらの値ほいずれも210nとなり,さらにん=2A((10)式参

照)の値を用いてAB,AC間の電圧を計算してみると,420Vとな

るっ本器の構造では十分これに耐えることができる｡

8.送信轢との組合せ実験

次に,CINを放送機と組み合わせ,実用上の諸問題について実験

的検討を加えた｡この実験には日立電子株式会社の協力を得て,同

社製UHFサテライト送信機を使用した｡送信チャンネルはCh.52

(704～710Mc)である｡

臥1共振素子の温度上昇試験

この実験の系統図は弟22図である｡共振素子内の温度分布を測

定するのほ困難であるから,温度上昇の最も著しい中心導体のみに

着目し,電流の腹近くに熱電対を埋め込んだ｡弟23図は,実際の放

送波を流した状態で各素子の温度上昇を測定した結果である｡平均

出力はピーク値の約60%と考えられる｡放送開始後約40分で定状

態に達し,放送機に近い素子の温度上昇が最も著しい｡平均100W

の放送出力に対しては温度上昇は5℃内外で十分の裕度がある｡

8.2 単一周波数による実験

次に,実験を純粋な状態で行なうため,送信出力を無変調の単一

CIN(Ch52)

J且度測定器

放送穫

アミーロード

70

60

歪
咄50

空車

40

ー130-

150～2201＼7
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1.5kW

ダミーロード

(Ch52,70ト710Mc)

第22図 温 度 測 定 系 統 図
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第23図 テレビ放送彼の印加時間とフィルタ素子

の温度上昇の関係
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周波数として実験を行なった｡すなわち,送信周波数を′1に合わせ,

信号をここで全反射させるようにした｡200W連続の場合の測定結

果では16.5℃の温度上昇をみた｡次に,CINの出力の一部を方向

性結合召割こよi)取り出し,その検波出力をシンクロスコープにより

監視した｡送信出力を300Wまで増加したが,雑音はまったく検出

されなかった｡これより高周波コロナの発生はないものと考えられ

る｡

8.3 送信出力の周波数特性と画質への影響

サテライト局用送信楼の出力の周波数特性は普通掃引発振器によ

り検定される｡CIN通過前と通過後で掃引図形ほほとんど変化しな

い｡また放送画質もCINの通過後でまったく変化しないことが確

…済

くゎ

く>

754

第24図 5波共用装置の全景
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認された｡

9.民放日立局に使用された空中線5波共用装置

日立局の共用装置の回路形式は弗4図と同様で,CIN4段を縦続

接続とし,故障時にそなえて予備のCINl個を用意した｡チャンネ

ルの配列はアンテナ側に向ってCh･62,60,58,56および54の順と

し,予備CINの反射域はCh.62とした｡すなわち,各CINのフィ

ルタぼ掛こ高域側を使用するように配慮されている(フィルタの通

過域の特性ほ,高域側のほうが低域側よりもややよい)｡実際の共

通装置は前章まで述べてきた基礎的問題のほかに,多くの実装上の

要求が課せられているっおもなものをあげてみると

(1)床面積を極力小さくすること

(2)保守点検,故障時の配管変更が容易にできるよう配慮する

こと

(3)装置入力側には,各チャンネルごとに入力パネルを設ける

こと

(4)これにより,各送信出力を,アンテナ側およびダミーロー

ド側に,自由に切換え接続可能な構造とすること

である｡これらの要求をすべてのみ込むと,実際の配管は思いのほ

かに複雑となり,相当量の短直管,エルボなどが必要となる｡また,

各CIN間の電気長も大きくなるから,VSWRの調整はめんどうと

なる｡

弟24図は現地に据付けを完了した装置の全景である｡第25図は

装置の出力端子を50凸整端した場合の各入力端子のVSWR特性,

第2る図はアソテナを負荷した場合で,いずれも1.1以内に収めるこ

とができた｡弟1表は各チャンネルの中心周波数で測定したそう入

損失,弟2表は各入力端子間の漏えい結合量である｡いずれも要求
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第25図 50∫1整端した共用装置の入力アドミタンス特性
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第1表 そ う 入 損 失

Cb 減 衰 量(dB) Cb

60

減 衰 量(dB)

54 0.6 0.9

56

58

0.75

0.85

62 0.7

(帯域内中心周波数における値)

性能を満足している｡また,各CINに故障が発生した場合を想定し

て配管の変更を行ない,諸特性を測定したが著しい劣化は見られな

かった｡また,5台の送信機を接続し同時運転を行なったが,相互

干渉によるトラブルはまったくなく,不正放射も検出されなかっ

た｡

】0.結 口

以上のとおり,送信空中線の5波共用の可能性は実績として証明

され サテライト局経済化の目的は所期のとおり達成された｡日立

局の成功は今後のサテライト局の建設計画に重要な指針を示すもの

といえよう｡UHF-TV送信アンテナの5波共用は,筆者らの知る範

囲でほ海外にも実施例がないようであり,放送技術の前進に一線を

画したものといえよう｡本文の論旨については,紙面の都合上省略

766

76仙Ⅰ(:

770入′1c

V Sl～r Rl.1
【l

C!162

第26図 アンテナ負荷時の共用装置入力ア

ドミタンス特性

第2表 入力端子間漏えい結合置

＼ 誘 導 側

＼ Cb
仇 ＼

54

被

誘

導

側

5ヰ

56

58

60

62

＼
＼
[㌃

･--34.3

58

-34.0

～-34.3

60

-33.9

+
竺叫‾竺ゴ33.1

-33.4 -34.1 -34.6
･～-34.9 ～-34,6 ･--34.7

＼
-36.3 -34.1

～-39.4 ーー35.0

<-70
＼

-32.7
～-35.0

<-50 <-50

＼

く-70

<-70

<-70
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<-70
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した箇所が多く,意を尽くし得ない点も少なくないが,これについ

ては撥会を改めて論述したいと考えている｡

本開発研究には,東京民放5社,日本放送協会技術研究所,東北

大学,茨城大学など各方面よりご恩切なご指導をいただくととも

に,ご討論,ご援助を得た｡また,日立電子株式会社,日立電線株

式会社本社および日高工場の関係者各位より,絶大なご指導,ご協

力をいただき衷心より感謝する次第である｡
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